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東京書籍 



「新訂 あたらしいどうとく １」 年間指導計画作成資料 
 

月 

時 

〔主題名〕 

教材名 
ねらい 

時 

数 
学習活動と主な発問 

評価 

（学習状況の把握

の視点） 

主な関連

活動等 

４ 

 

月 

 

② 

 〔楽しい学校〕 

 
１.  ようこそ，一
ねんせい 

 
p.6～11 

 
（Ｃ よりよい学校生
活，集団生活の
充実） 

学校の人々に親しみ

を持ち，学校生活を

楽しもうとする心情

を育てる。 

1 １ 入学式のことについて話し合

う。 

２ 「ようこそ，一ねんせい」を見

て話し合う。 

◎扉を開いてみましょう。学校生

活にはどんな楽しいことがあり

そうですか。 

３ 自分のこれからの学校生活につ

いて考える。 

○自分がいちばん楽しみなことは

何ですか。 

○どうすれば自分もみんなも楽し

くなるでしょうか。 

４ 道徳について，教師の話を聞

く。 

○○さんは，学校

生活で楽しみなこ

とを見つけ，友達

といっしょに学校

生活を楽しもうと

する思いを持って

いたな。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

入学式, 

各学校行

事 

 〔時間のきまり〕 

 
２. じゅぎょうが 
はじまりますよ 

 
p.12～13 

 
（Ａ 節度，節制） 

時間を守ることのよ

さに気づき，きちん

とした生活をしよう

とする意欲を育て

る。 

1 １ 学習と教材に向かう気持ちを高

める。 

２ 「じゅぎょうが はじまります

よ」の場面絵を見て話し合う。 

◎先生が「授業が始まります

よ。」と言っています。校庭に

いる人はどう思うでしょう。 

３ 時間や生活のリズムを守ろうと

努めた経験について考え，発表

する。 

○頑張って時間を守ったことや，

遊ぶときとそうでないときの区

別に気をつけたことはあります

か。 

４ 時間を守るために教師が日頃気

をつけていることについての話

を聞く。 

○○さんは，自分

の生活を見つめ

て，時間のきまり

を守った生活をし

たいという思いを

深めていたな。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

朝礼, 

登下校 

５ 

 

月 

 

③ 

 〔いつも明るく〕 

 
３. あいさつ 
 

p.14～15 
 
（Ｂ 礼儀） 

基本的な挨拶の仕方

を具体的に理解し，

身近な人々といつも

明るく接しようとす

る態度を育てる。 

1 １ 自分の挨拶の状況を振り返り話

し合う。 

２ 「あいさつ」の場面絵を見て話

し合う。 

◎挨拶をするときは，どんなこと

がいちばん大切ですか。 

３ 今までの自分について振り返

る。 

○どんなとき，にこにこ笑顔で挨

拶ができましたか。 

○相手は，どんな顔になっていま

したか。 

４ 気持ちのよい挨拶について，教

師の体験談を聞く。 

○○さんは，挨拶

をするとお互い

に，にこにこ笑顔

で気持ちよくなる

と考えていたな。 

 

（→「道徳的諸価値

の理解」） 

あいさつ

運動 



５ 

 

月 

 

③ 

 〔お世話になって

いる人たち〕 

 
４. がっこうには
ね 

 
p.16～17 

 
（Ｂ 感謝） 

日頃自分たちの学校

生活を支えてくれた

り助けてくれたりし

ている人々に感謝

し，自分ができるこ

とをしようとする心

情を育てる。 

1 １ 学校にいる人たちについて考え

る。 

２ 「がっこうにはね」を読んで考

える。 

◎「いろいろなひとにおせわになっ

ているんだよ。」という言葉を

聞いて，そうたさんはどんなこ

とを思ったでしょう。 

３ この学校で，お世話になってい

る人に手紙を書く。 

○この学校で，みんなはどんな人

にお世話になっていますか。 

○自分がお世話になっている人に

伝えたいことや，その人に自分

ができることを手紙に書きましょ

う。 

４ 手紙に書いた伝えたいこと，自

分ができることを発表する。 

○○さんは，お世

話になっている人

に伝えたいことや

自分ができること

を深く考えて，手

紙に書いていた

な。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

学校探検 

 〔自立した生活〕 

 
５. きを つけて 
 

p.18～19 
 
（Ａ 節度，節制） 

危ない場所や遊びを

理解し危険から身を

守るとともに，物や

金銭を大切にする，

節度や節制のある態

度を育てる。 

1 １ 生活や遊びの中で危険だと思っ

た経験や，物や金銭を大切にす

ることができなかった経験を発

表する。 

２ 「きを つけて」の場面絵を見

て話し合う。 

◎毎日の生活で，どんなことに気

をつけたら，安全で気持ちのよ

い生活ができると思いますか。 

３ これまでの自分の行動を振り返

る。 

○これまでに，生活や遊びで気を

つけてよかったと思うのは，ど

んなことですか。 

４ 危険から身を守った事例につい

て，教師の話を聞く。 

○○さんは，今は

まだ，道具箱の整

理が得意ではない

けれど，家でかた

づけをした経験を

「すっきりとして

気持ちよかった」

と振り返っていた

な。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

交通安全

運動 

６ 

 

月 

 

④ 

 〔親切な心で〕 

 
６. はしの うえ
の おおかみ 

 
p.20～22 

 
（Ｂ 親切，思いや
り） 

身近な人たちに温か

い心で接し，親切に

しようとする心情を

育てる。 

1 １ 親切にしてもらってうれしかっ

た経験を発表する。 

２ 「はしの うえの おおかみ」

を読んで話し合う。 

◎くまの後ろ姿を見送っていたお

おかみは，どんなことを考えて

いますか。 

３ 今までの自分について振り返

る。 

○今日の学習で心に残ったことを

発表しましょう。 

４ 親切にしてもらってうれしかっ

た経験や親切にしてうれしかっ

た経験など，教師の体験談を聞

く。 

○○さんは，友達

や自分よりも弱い

立場の人たちに，

温かい心で接し，

自分もみんなも喜

べる解決の仕方を

考えていたな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

 



６ 

 

月 

 

④ 

 〔命の温かさ〕 

 
７. ハムスターの

 あかちゃん 
 

p.23～25 
 
（Ｄ 生命の尊さ） 

身近な生き物の誕生

や成長の様子を優し

く見つめ，命あるも

のを大切にしようと

する態度を育てる。 

1 １ 身近な生き物との触れ合いの経

験を話す。 

２ 「ハムスターの あかちゃん」

を読んで話し合う。 

◎これから大きくなる赤ちゃんへ

語りかけましょう。 

３ 生き物と触れ合ってよかったな

という経験を話す。 

○生き物と触れ合ってよかったな

という経験はありませんか。 

４ 生命のすばらしさを感じた体験

について，教師の話を聞く。 

○○さんは，小動

物に対して優しく

接していたな。生

命を大切にする心

が育っているな。 

 

（→「道徳的諸価値

の理解」） 

飼育栽培

活動 

 〔みんな同じよう

に〕 

 
８. みんな いっ
しょ 

 
p.26～27 

 
（Ｃ 公正，公平，社
会正義） 

自分の好き嫌いにと

らわれず，誰に対し

ても公正，公平に接

しようとする心情を

育てる。 

1 １ 遊んでいるときの様子について

話し合う。 

２ 「みんな いっしょ」を読んで

話し合う。 

◎みんなで仲良く遊ぶために大切

なことはどんなことだと思いま

すか。 

３ 今までの自分について振り返

る。 

○あなたは友達に対して，みんな

に同じように声をかけたり，仲

良くしたりしたことはあります

か。 

４ 公正，公平について，教師の体

験談を聞く。 

○○さんは，クラ

スのみんなと公平

に接することの大

切さに気づき，自

分を振り返ってい

たな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

 

 〔頑張る心〕 

 
９.  うかんだ う
かんだ 

 
p.28～29 

 
（Ａ 希望と勇気，努
力と強い意志） 

自分の目標に向かっ

て，一生懸命努力し

ようとする意欲を育

てる。 

1 １ もっとできるようになりたいと

思っていることを発表する。 

２ 「うかんだ うかんだ」を読ん

で話し合う。 

◎「ぼく」は，どんな気持ちで毎

日何度も練習したと思います

か。 

３ 教科書p.31「がんばりシール」

を行う。 

○今，頑張っていることを，これ

からどのように続けていきたい

ですか。 

４ 一生懸命努力してできるように

なったことについて，教師の説

話を聞く。 

○○さんは，自分

の願いを実現する

ために，不安に思

うことがあって

も，前向きに頑張っ

ていることを振り

返っていたな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

夏休み， 

体育 

７ 

 

月 

 

② 

 〔植物を育てる〕 

 
10. ぼくの あさ
がお 

 
p.32～33 

 
（Ｄ 自然愛護） 

身近な自然に親し

み，優しい心で動植

物の世話をしようと

する心情を育てる。 

1 １ 生活科で植物を栽培したときの

体験について話し合う。 

２ 「ぼくの あさがお」を読んで

話し合う。 

◎「ぼく」は，どんなことを考え

て，あさがおに「ごめんね。」

と何回も言ったのでしょう。 

３ これまでの自分の経験を振り返

り，話し合う。 

○動物や植物の世話では，どんな

ことに気をつけていますか。 

４ 自然と親しみながら，愛情を持っ

て動植物に接することの大切さ

について，教師の話を聞く。 

○○さんは，生活

科で取り組んでい

る栽培活動を振り

返り，これからも

毎日忘れずに世話

をしようと意欲を

新たにしていた

な。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

飼育栽培

活動 



７ 

 

月 

 

② 

 〔すがすがしい心〕 

 
11. にじが でた 
 

p.34～35 
 
（Ｄ 感動，畏敬の
念） 

美しいものや清らか

なものに感動する心

情を育てる。 

1 １ 虹を見た体験について発表し合

う。 

２ 「にじが でた」を読んで話し

合う。 

◎子供たちは虹が消えても空を見

上げていましたね。どんな気持

ちになったでしょう。 

３ 今までの自分の生活を振り返る。 

○生活の中で「美しいな」と感じ

たことはありますか。それはど

んなときですか。 

４ 美しいものや清らかなものに出

会って感動した，教師の体験談

を聞く。 

○○さんは，美し

いなあと思う気持

ちがたくさんあっ

て，美しいと思う

気持ちがあること

のよさに気づいて

いたな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

読書週間 

９ 

 

月 

 

④ 

 〔感謝の気持ちを伝

える〕 

 
12. みんな だれ
かに 

 
p.36～38 

 
（Ｂ 感謝） 

日頃，自分たちの生

活を支えてくれたり

助けてくれたりして

いる人々に感謝し，

自分ができることを

しようとする心情を

育てる。 

1 １ 「ありがとう」を伝えた経験に

ついて考える。 

２ 「みんな だれかに」を読んで

考える。 

◎初めにご飯をあげた牛やニワト

リからミルクや卵をもらってい

るとき，子供たちはどんなこと

を思っているでしょうか。 

３ 今までの自分を振り返って，支

え合って生活していることと感

謝することについて考える。 

○今まで，誰かに助けられたり，

誰かを助けたりしたことがあり

ますか。そのとき，どんなこと

を思いましたか。 

４ 「ありがとう」の気持ちを伝え

るために，自分ができることを

考える。 

○○さんは，お世

話になっている人

に感謝の気持ちを

伝えるため，どん

な言葉や行動にす

るかを深く考えて

いたな。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

食育 

 〔自分の仕事〕 

 
13. ぼくの しご
と 

 
p.39～41 

 
（Ｃ 勤労，公共の
精神） 

家族の役に立つ喜び

を感じ，家族やみん

なのために進んで働

こうとする心情を育

てる。 

1 １ みんなのためにしている仕事に

ついて話し合う。 

２ 「ぼくの しごと」を読んで話

し合う。 

◎「やったあ。」と喜んだ「ぼ

く」は，どんなことを考えてい

たでしょう。 

３ 生活を振り返り，話し合う。 

○仕事をしてよかったな，うれし

かったな，と思ったのはどんな

ときですか。 

４ 仕事をして役に立てた喜びを感

じた経験について，教師の話を

聞く。 

○○さんは，みん

なのために仕事を

頑張りたいと考

え，みんながうれ

しいと自分もうれ

しいと考えていた

な。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

当番活動, 

生活科 

 〔生きていることの

すばらしさ〕 

 
14. どきどき ど
っきんぐ 

 
p.42～43 

 
（Ｄ 生命の尊さ） 

生きていることを喜

び，生命を大切にし

ようとする心情を育

てる。 

1 １ 自分の鼓動について知る。 

２ 「どきどき どっきんぐ」を読

んで話し合う。 

◎「わたし」はどうして「とって

もふしぎだな。」と思ったので

しょう。 

３ 自分や人や動植物が「生きてい

るんだな」と感じた経験につい

て話し合う。 

○「生きているんだな」と感じた

ことはどんなことですか。 

４ 児童自身の命の大切さについ

て，教師の説話を聞く。 

○○さんは，うさ

ぎを抱っこしてい

るときと，お母さ

んに抱っこしても

らっているときの

気持ちを，いろい

ろとよく考えてい

たな。 

 

（→「物事を多面的

・多角的に考える」） 

生活科 



９ 

 

月 

 

④ 

 〔ほかの国の友達〕 

 
15. ぼくと シャ
オミン 

 
p.44～45 

 
（Ｃ 国際理解，国
際親善） 

他国の人々に親しみ

を持ち，自分たちと

異なる文化のよさに

気づいて積極的に関

わっていこうとする

心情を育てる。 

1 １ 「1,300,000,000」（13億）と

書かれた紙を示し，何を表して

いるか話し合う。 

２ 「ぼくと シャオミン」を読ん

で話し合う。 

◎言葉も好きな食べ物も得意なこ

とも違う二人がなぜ仲良しなの

でしょう。 

３ ほかの国の友達ができたらして

みたいことを発表する。 

○ほかの国の友達ができたら，いっ

しょにどんなことをしてみたい

ですか。 

４ NHKアニメーション「でこぼこ

フレンズ」主題歌「ぼくとき

み」を聴く。 

○○さんは，ほか

の国の人々に親し

みを持ち，自分た

ちとは違うことに

よさがあると気づ

いていたな。 

 

（→「道徳的諸価値

の理解」） 

 

10 

 

月 

 

④ 

 〔勇気を出して〕 

 
16. ダメ 
 

p.47～49 
 
（Ａ 善悪の判断， 
自律，自由と責任） 

よいと思ったこと

は，恐れないで，勇

気を持って行おうと

する意欲や態度を育

てる。 

1 １ 友達にしてはいけないことをし

ようと誘われたとき，どうする

か発表する。 

２ 「ダメ」を読んで話し合う。 

◎「ぼく」や「くまくん」に手紙

を書きましょう。 

３ 今までの自分を振り返る。 

○勇気を出して「ダメ。」って言

えたことがありますか。 

４ 勇気を持って行動できなかった

ことで今でも心に残っているこ

とについて，教師の体験談を聞

く。 

○○さんは，自分

で正しいと思うこ

とをするには勇気

を持って伝えるこ

とが大切だと気づ

いていたな。 

 

（→「道徳的諸価値

の理解」） 

 

 〔友達っていいな〕 

 
17. こころはっぱ 
 

p.50～52 
 
（Ｂ 友情，信頼） 

友達と進んで関わ

り，仲良くしようと

する心情を育てる。 

1 １ 小学校に入学して，どのように

友達ができたか思い出し，発表

する。 

２ 「こころはっぱ」を読んで話し

合う。 

◎飛んでいくこころはっぱを追い

かけながら，みんなはどんなこ

とを思ったでしょう。 

３ 友達がいてよかったと思う経験

を話し合う。 

○友達がいてよかった，うれしい 

なと思うのはどんなときですか。 

４ クラスのみんなが声をかけなが

ら仲良く活動する様子につい

て，教師の話を聞く。 

○○さんは，役割

演技の中で，４匹

の明るい気持ちを

考え，表現してい

たな。 

 

（→「道徳的諸価値

の理解」） 

 

 〔わがままな行い〕 

 
18. かぼちゃの 
つる 

 
p.53～55 

 
（Ａ 節度，節制） 

周囲の人と自分のこ

とを考え，わがまま

をしないで生活しよ

うとする心情を育て

る。 

1 １ 本時の教材について知る。 

２ 「かぼちゃの つる」を読んで

話し合う。 

◎トラックのタイヤにつるを切ら

れ，泣いてしまったかぼちゃ

は，どんなことを思ったでしょ

うか。 

３ これまでの自分を振り返る。 

○かぼちゃのように，やりたいよ

うにやりすぎて失敗してしまっ

た，今度からは気をつけるぞ，

と思ったことはありますか。 

４ 節度，節制について，教師の体

験談を聞く。 

○○さんは，節度

のある生活が自分

にとっても周囲の

人にとっても気持

ちがよいと気づい

ていたな。 

 

（→「道徳的諸価値

の理解」） 

 



10 

 

月 

 

④ 

 〔最後まで粘り強

く〕 

 
19. こぐまの ら
っぱ 

 
p.56～59 

 
（Ａ 希望と勇気， 
努力と強い意志） 

自分がやらなくては

ならないことは，最

後まで粘り強く行お

うとする心情を育て

る。 

1 １ 自分でやり遂げなければならな

いことを発表する。 

２ 「こぐまの らっぱ」を読んで

話し合う。 

◎練習をやめていたこぐまが，練

習を始めたのは，どんなことを

考えたからでしょう。 

３ 自分の経験を振り返る。 

○自分が頑張ってできるようになっ

たことには，どんなことがあり

ますか。そのとき，どんな気持

ちでしたか。 

４ 努力に関する教師の体験談を聞

く。 

○○さんは，最後

まで粘り強く取り

組んだときの達成

感を思い出して振

り返っていたな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

学芸会， 

音楽会 

11 

 

月 

 

④ 

 〔きまりの大切さ〕 

 
20. よりみち 
 

p.60～61 
 
（Ｃ 規則の尊重） 

学校や家庭でのきま

りや規則の大切さを

知り，きまりや規則

を守ろうとする心情

を育てる。 

1 １ 毎日の登下校の様子について話

し合う。 

２ 「よりみち」を読んで話し合

う。 

◎お母さんの涙を見たみさきが，

どんなことを考えているか，話

し合いましょう。 

３ きまりの大切さについて話し合

う。 

○きまりには，ほかにどんなもの

がありますか。 

○きまりを守ることは，なぜ大切

なのでしょう。 

４ 自分の生活を振り返る。 

○○さんは，きま

りを守れた経験を

自分の生活の中か

ら見つけ，そのと

きの気持ちも振り

返っていたな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

交通安全

運動 

 〔家族の人の願い〕 

 
21. かやねずみ
の おかあさ
ん 

 
p.62～66 

 
（Ｃ 家族愛，家庭
生活の充実） 

家族の優しい心遣い

や努力に感謝し，家

族のためにできるこ

とは進んでやってい

こうとする心情を育

てる。 

1 １ 家族について感じていることを

発表する。 

２ 「かやねずみの おかあさん」

を読んで話し合う。 

◎キツネに追われながら，お母さ

んはどんなことを考えていたで

しょう。 

３ 自分の家族について話し合う。 

○家の人がみなさんを心配した

り，叱ったりするのはなぜでし

ょう。 

４ 家族愛に関する教師の体験談を

聞く。 

○○さんは，子供

のことを思う母親

の立場で考えるこ

とで，家族の大切

さに思いを深めて

いたな。 

 

（→「物事を多面的

・多角的に考える」） 

 

 〔いつも正直に〕 

 
22. どんぐり 
 

p.67～69 
 
（Ａ 正直，誠実） 

うそをついたりごま

かしたりしないで，

明るい心で生活しよ

うとする心情を育て

る。 

1 １ 「正直」と「うそ」について，

考えていることを話し合う。 

２ 「どんぐり」を読んで話し合

う。 

◎ようすけが，さっきよりもっと

もっと胸がどきどきしたのはど

うしてですか。 

３ 自分の生活を振り返る。 

○ようすけのように，うそをつい

たりごまかしたりしたことはあ

りますか。反対に，正直になっ

たことはありますか。そのとき

の気持ちはどうでしたか。 

４ 正直，誠実に関わる教師の体験

談を聞く。 

○○さんは，うそ

をついてしまった

ときの後ろめたさ

を感じ，明るい心

で生活するよさを

自分のこととして

考えていたな。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

 



11 

 

月 

 

④ 

 〔わたしたちの国

や町〕 

 
23. みつけて み
よう 

 
p.70～72 

 
（C 伝統と文化の
尊重，国や郷土
を愛する態度） 

我が国や自分の暮ら

す町に親しみ，愛着

を持って生活しよう

とする心情を育て

る。 

1 １ パズル当てクイズをする。 

２ 「みつけて みよう」を見て発

表し合う。 

◎この町の灯台のように，わたし 

たちの町にも自慢できるもの， 

すてきなところはありませんか。 

３ 教師の提示する写真を基に，自

分たちの町のすてきだと思うと

ころやものを発表し合う。 

○わたしたちの町のすてきなとこ

ろをもっと見つけてみよう。ど

んなところがすてきかな。 

４ 学習を振り返る。 

○○さんは，自分

の町のすてきなと

ころについて，そ

こで遊んだときの

自分の思いを振り

返りながら，よく

考えていたな。 

 

(→「自己を見つめ

る」） 

生活科 

12 

 

月 

 

② 

 〔優しい気持ち〕 

 
24. はなばあちゃ
んが わらった 

 
p.73～75 

 
（Ｂ 親切，思いやり
） 

友達やお年寄りなど

に優しい気持ちを持

ち，相手を大切に思

う心情を育てる。 

1 １ 友達に親切にしてもらった経験

について話し合う。 

２ 「はなばあちゃんが わらっ

た」を読んで話し合う。 

◎ガッツポーズをしたときの，ゆ

うたやまほはどんな顔をしてい

るでしょう。なぜそう思ったの

かも考えましょう。 

３ 自分の生活を振り返りながら話

し合う。 

○困っているお年寄りや友達に優

しくしてよかったなと思ったこ

とはありませんか。 

４ 親切にして喜ばれたこと，親切

にされてうれしかったことにつ

いて，教師の体験談を聞く。 

○○さんは，「い

いこと」をたくさ

ん考えて，どうす

れば喜んでもらえ

るのかを真剣に考

えていたな。 

 

（→「物事を多面的

・多角的に考える」） 

 

 〔挨拶の心〕 

 
25. おうだんほど
うで 

 
p.76～77 

 
（Ｂ 礼儀） 

気持ちを込めた挨拶

の大切さを知り，自

分から進んで人に明

るく接しようとする

心情を育てる。 

1 １ 挨拶について話し合う。 

２ 「おうだんほどうで」を読んで

話し合う。 

◎渡った後，たっくんは，どんな

気持ちでお辞儀をしたのでしょ

う。 

３ 今までの自分について振り返

る。 

○気持ちを込めて挨拶ができてい

ますか。 

４ 学校や家庭以外の場における気

持ちを込めた挨拶について，教

師の話を聞く。 

○○さんは，主人

公になりきって役

割演技をして，い

ろいろな気持ちを

考えていたな。 

 

（→「物事を多面的

・多角的に考える」） 

あいさつ

運動 

１ 

 

月 

 

③ 

 〔きまりを守って使

う〕 

 

26. みんなの ボ
ール 

 
p.78～79 

 
（Ｃ 規則の尊重） 

みんなで使うものを

大切に扱おうとする

心情を育てる。 

1 １ みんなで使うものには，どんな

ものがあるか考える。 

２ 「みんなの ボール」を読んで

話し合う。 

◎「ぼくも，わたしも」と校庭に

飛び出していったみんなの気持

ちを書き，話し合いましょう。 

３ 今までの自分について振り返

る。 

○みんなが使うものを，気持ちよ

く使うためには，どんなことに

気をつけたらいいのでしょう。 

○みんなで使うものを大切にでき

たと思うこと，できなかったと

思うことはありますか。 

４ 規則の尊重に関わる教師の体験

談を聞く。 

○○さんは，「ぼ

くも，わたしも」

と，どうしてみん

なが校庭に飛び出

していったのか，

いろいろな立場の

人の気持ちになっ

て考えていたな。 

 

（→「物事を多面的

・多角的に考える」） 

係活動 



１ 

 

月 

 

③ 

 〔自分のよさ〕 

 
27. ええところ 
 

p.80～83 
 
（Ａ 個性の伸長） 

自分の特徴に気づ

き，長所を大切にし

ようとする心情を育

てる。 

1 １ 教材「ええところ」を読む。 

２ 教材「ええところ」を基に話し

合う。 

◎ともちゃんが「いちばんええと

ころ」を見つけてくれたとき，

あいちゃんはどんな気持ちだっ

たでしょう。 

３ 自分と友達の「ええところ」に

ついて考える。 

○友達の「ええところ」を見つけ

ましょう。 

○自分の「ええところ」はどんな

ところですか。 

４ 個性に関する教師の体験談を聞

く。 

○○さんは，友達

がくれた「ええと

ころ」カードを基

に，自分の「ええ

ところ」に気づい

ていたな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

 

 〔よいこと，悪いこ

とを区別して〕 

 
28. それって，お
かしいよ 

 
p.84～86 

 
（Ａ 善悪の判断，
自律，自由と責
任） 

よいことと悪いこと

を区別し，よいと思

うことを進んで行お

うとする心情を育て

る。 

1 １ よいことと悪いことの区別につ

いて考える。 

２ 「それって，おかしいよ」を読

んで話し合う。 

◎「いれて。」と言って無理やり

横入りしようとしたまさくんの

ことを，「ぼく」はどう思いま

したか。 

３ 今までの自分について振り返る。 

○よいことと悪いことをしっかり

区別できたことはありますか。 

○よいと思ったことを勇気を出し

て行ったとき，どんな気持ちで

したか。 

４ 善悪の判断をして，よいと思っ 

たことを勇気を出して行ってい 

た児童に関する教師の話を聞く。 

○○さんは，自分

の善悪の判断がで

きたときのこと

や，よいと思った

ことを勇気を出し

て行ったときの気

持ちを思い出して

いたな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

 

２ 

 

月 

 

④ 

 〔友達を思う心〕 

 
29. 二わの こと
り 

 
p.87～89 

 
（Ｂ 友情，信頼） 

友達と仲良くし，思

いやりを持って助け

合っていこうとする

心情を育てる。 

1 １ 友達との生活を振り返って発表

し合う。 

２ 「二わの ことり」を読んで話

し合う。 

◎みそさざいは，やまがらの家へ

行きながら，どんなことを思っ

ていたのでしょう。 

３ 自分たちの友達関係について考

え，話し合う。 

○友達と仲良くするために，あの 

ときは自分がこうすればよかっ 

たなと思うことがありましたか。 

４ 友達に関する歌を歌ったり，詩

を読んだりする。 

○○さんは，友達

と仲良くするため

には，どんなこと

が大切なのか考え

ていたな。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

 

 〔思いやりの心〕 

 
30. ぼくの はな

 さいたけど 
 

p.90～93 
 
（Ｂ 親切，思いや
り） 

身近な人たちに温か

い心で接し，相手の

ことを考えて親切に

しようとする心情を

育てる。 

1 １ ほかの人の立場を考えた経験を， 

アンケートを基に話し合う。 

２ 「ぼくの はな さいたけど」

を読んで話し合う。 

◎トトは，どんなことを考えて，

「一つのこしておくよ。」と言

ったのでしょうか。 

３ 自分たちの生活のことを話し合う。 

○ほかの人に親切にしてあげてよ

かったことはありますか。その

ときはどんな気持ちでしたか。 

４ 親切，思いやりに関する教師の

体験談を聞く。 

○○さんは，自分

のことよりも相手

のことを考えて行

動しようとする考

えを述べていた

な。 

 

（→「道徳的諸価値

の理解」） 

 



２ 

 

月 

 

④ 

 〔 た っ た 一 つ の

命〕 

 
31. いのちが あ
って よかった 

 
p.94～97 

 
（Ｄ 生命の尊さ） 

かけがえのない生命

を大切にしようとす

る態度を育てる。 

1 １ 命に関わる経験について話し合

う。 

２ 「いのちが あって よかった」 

を読んで話し合う。 

◎「なまえをよんでもおきないと

きは，しぬんじゃないかとおも

ったよ。」というお父さんの言

葉を聞いて，「わたし」はどん

なことを心の中で考えたでしょ

う。 

３ 自己を見つめる。 

○命を大切にしなくてはいけない

と思ったのは，どんなときです

か。 

４ 生命の尊さに関する教師の話を

聞く。 

○○さんは，教材

の主人公の気持ち

をいろいろ想像す

ることで，命の大

切さについて考え

ていたな。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

安全指導 

 〔正直で素直な心〕 

 
32. あのね 
 

p.98～101 
 
（Ａ 正直，誠実） 

うそをついたりごま

かしたりしないで，

素直にのびのびと生

活しようとする心情

を育てる。 

1 １ うそをついたりごまかしたりし

たことについて話し合う。 

２ 「あのね」を読んで話し合う。 

◎ブランコをこぎながら，チッチ

とトービーはどんなことを考え

ていたでしょう。 

３ 今までの生活を振り返って話し

合う。 

○うそをついたりごまかしたりし

ないで，よかったことはありま

すか。 

４ 正直，誠実に関する教師の体験

談を聞く。 

○○さんは，自分

の体験から，うそ

をついたりごまか

したりしないでよ

かったことを振り

返って，自己を見

つめていたな。 

 

（→「自己を見つめ

る」） 

 

３ 

 

月 

 

② 

 〔生き物に優しい気

持ちで〕 

 
33. ぼくの しろく
ま 

 
p.102～104 

 
（Ｄ 自然愛護） 

身近な自然に親し

み，動植物に優しい

心で接しようとする

心情を育てる。 

1 １ 家や学校で飼育している動物に

ついて話し合う。 

２ 「ぼくの しろくま」を読んで

話し合う。 

◎しろくまがそばにいるだけで，

「ぼく」がくふふふふって笑い

たくなるのは，どんなことを思

っているからでしょう。 

３ 自分の身近にいる動物や植物と

の関わりについて話し合う。 

○動物や植物のことを大切な友達

と感じたことはありますか。 

４ 動植物愛護に関する教師の体験

談を聞く。 

○○さんは，教室

で飼っている金魚

の世話について振

り返り，毎日餌を

やるだけでなく，

声をかけてあげよ

うと発言していた

な。 

 

（→「自己の生き方

についての考えを

深める」） 

生活科 

〔楽しい学級〕 

 
34.  もう すぐ 
二ねんせい 

 
p.105～107 

 
（Ｃ よりよい学校生
活，集団生活の
充実） 

友達といっしょに自

分たちの学級を大切

にする心情を育て

る。 

1 １ 学校生活での楽しい経験を話し

合う。 

２ 「もう すぐ 二ねんせい」を

読んで話し合う。 

◎このお話のクラスのいいところ

はどんなところでしょうか。 

３ 教科書p.109「１ねん○くみの 

いいとこ さがし」を行う。 

○このようないいところがたくさ

んあるクラスにするために，ど

んなことが大切だと思います

か。 

４ クラスのよい点についての教師

の話を聞く。 

○○さんは，教材

の中のクラスや自

分たちのクラスの

いろいろなよさ

を，しっかりと考

えていたな。 

 

（→「物事を多面的

・多角的に考える」） 

入学式 



適 

 

宜 

 〔うそやごまかしを

しないで〕 

   情報モラル 

 
  いたずらがき 
 

p.110～112 
 
（Ａ 正直，誠実） 

うそやごまかしをし

ないで，素直にのび

のびと生活しようと

する態度を育てる。 

1 １ 正直になれないときを思い起こ

す。 

２ 「いたずらがき」を読んで話し

合う。 

◎迷っているかばきちに，どうす

ればよいか教えてあげましょ

う。 

３ 自分の生活を振り返る。 

○うそやごまかしをしないでよかっ

たと思ったことはありますか。 

４ 正直，誠実な児童について，教

師の体験談を聞く。 

○○さんは，「叱

られるかもしれな

いけど，正直に言

えたら，自分もみ

んなの心もすっき

りしていい。」と

正直であることの

よさを考えていた

な。 

 

（→「道徳的諸価値

の理解」） 

 

 


